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〇 家庭学習の基本的な考え方

★ 家庭での生活習慣の改善
家庭学習を充実させるために，その基本となる生活習慣の改善が必要
と考え，次の取り組みを行っている。
⑴ ３つの時刻の設定
① 起床時間
② 机に向かい始める時間
③ 就寝時間
⑵ 我が家のメディアルール
（スマホ，ゲーム等も含む）
① 一日の使用制限時間
② 夜の使用終了時刻
③ 夜の保管場所

※ ⑴，⑵について年度当初に
親子で話し合い，記入用紙に
記入した上で各家庭，目につ
きやすい場所に掲示している。

★ 学習の質を優先的に考えた，主体的な学習への取組
県教育委員会のマイゴールチャレンジリーフレットを夏休み前に保護
者へ配布するとともに，これまでの「学習時間」を目安にする取組に替
わり，「学習の質」を優先的に考え，生徒が主体的に学習へ取り組むこ
とについて確認した。

★ 探究学習の推進
個に応じて，新たな問いをとことん探究する学びを実現するため，総
合的な学習の時間に探究学習を行うことで，家庭学習の充実につなげる。

〇 工夫した点
★ポイント

１ 探究学習を行う経緯
総合的な学習の時間で探究学習を行い，その成果を文化祭で発表することとした。探
究の内容は興味があることなら何でもよいこととし，中学１年生のＡ君は部活動で頑張
っている「バドミントン」について探究を深めることとした。

２ 家庭学習の変化
「家庭学習マイゴールチャレンジ」では，個に応じた問いをとことん探究する発展的
な学習が推奨されている。これを受けて，Ａ君は家庭でも探究学習に積極的に取り組む
ようになった。
その際，スマートフォン等を使用し探究学習を進めることから「３つの時刻」と「我
が家のメディアルール」を家庭で確認し。ルールを守る意識が高まった。
そのことにより，家庭での生活習慣が改善され，家庭学習を行う時間がしっかりと確
保でき，宿題や基礎学力向上のための学習が充実していった。

３ 部活動への好影響
探究学習で深めた学びを部活動にもいかすことができ，バドミントンの技術が高まり，
大会等でいい結果を残せるようになった。

４ まとめ
探究学習を通じて，Ａ君は「学びの自律性」
を高め，家庭学習・部活動の両面で充実した
日々を送っている。 今後も「問いを持ち，深
く考える力」を育みながら，学びを広げていく
ことが期待される。

「家庭学習ＭＧＣ」実践例

【中学１年生 総合的な学習の時間（探究学習）のＭＧＣ】
「探究学習で広がる学び～家庭学習と部活動の充実～」

（様式１）
〇 ＭＧＣの取組


